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論 文 審 査 括 果 の 要 旨
本研究は､可溶性IOF-Ⅰ受容体のトランケ-テイッド･バリアントをコードする発
現プラスミドを作成し､ヒト卵巣癌細胞株に一過性に､ある.いは恒常的にトランスフ
ェクションして､Lnv加 およびZ･nvz･voの抗鷹坊効果を検討した研究である｡3種類中
2種類のトランケ-テイッドIGF･Ⅰ受容体では足場非依存性の増殖抑制がみられ､マ
ウス背部腺癌ではアポ トー シス誘導が確認された｡IGF-1リガンドのオートクリン分
泌など､さらなる作用機構の解析は必要と思われるが､より短いトランケーテイッド
受容体の効果を示した意味で､本研究は価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
